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尿路 ・性 器感染症 に対 す るME1207の 臨床的検討

斉 藤 功 ・鈴 木 明

東京共済病院泌尿器科 *

新 しく開発されたエステル型経ロセフェム系抗生物質ME1207の 尿 路・性器感染症に対する

臨床的有効性,安 全性について検討 し,以 下の結果を得 た。単純性尿路感染症8例 に1回100～

200mg,1日2～3回,3～7日 間投与し,UTI薬 効評価基準に よる判定では6例 中4例 著効,2

例有効であった。複雑性尿路感染症13例 に1回200mg,1日2～3回,5～13日 間投 与し,UTI

薬効評価基準に準 じた判定では11例 中3例 著効,6例 有効,2例 無効 であった、淋菌性尿道炎

1例 については1回400mgのsingle dose therapyを 施行 し,UTI薬 効 評価基準に よる判定で

は有効であった。本剤投与による自他覚的副作用 ならびに臨床検査値の異常変動は1例 も認め

られなかった。
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ME1207は 明治製菓株式会社薬品総合研究所 で開

発された新 しい経 口用セファロスポ リン系抗生物質で,

内服後速やかに抗菌活性 を有す るME1206に 代謝 さ

れるプロ ドラッグである.,本 剤は グラム陽性菌および

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with  ME1207

* Before treatment

After treatment

** UTI: Criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr: Dr's evaluation

AUC: Acute uncomplicated cystitis

AUP: Acute uncomplicated

pyelonephritis

* 〒153東 京都 目黒 区 中 目黒2 -3-8
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グ ラ ム 陰 性 菌 に 広 範 囲 の 抗 菌 スペ ク トル を 有 し,特 に

グ ラ ム 陽 性 のStaphylococcus aureus, Staphylococcus

epidermidisに 対 す る抗 菌 力 は 既 存 の 経 ロ セ フ ェ ム 剤

と比 較 し て 優 れ て い る1)。今 回,我 々 は 尿 路 感 染 症 お よ

び尿道炎に対する本剤の有用性を検討 した。

対象患者は1989年8月 か ら1989年10月 までに来

院 し,同 意の得 られた22例 で,症 例の内訳は単純性尿

路感染症8例,複 雑性尿路感染症13例,淋 菌性尿道炎

Table 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with ME1207

* Before treatment

After treatment

CCC: Chronic complicated cystitis

CCP: Chronic complicated pyelonephritis

NB: Neurogenic bladder

BPH: Benign Prostatic hypertrophy

** UTI: Criteria proposed by the Japanese UTI

Committee

Dr: Dr's evaluation
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Table 3. Overall clinical efficacy of  N/IE1207 in complicated UTI

Table I Overall clinical efficacy of \1E1207 classified by the type of infection

Table 3. Bacteriological response to NIE1207 in complicated UTI

* regardless of bacterial count

Table 6. Clinical summary of urethritis treated \vith ME1207

* Before treatment

After treatment

** UTI: Criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr: Dr's evaluation
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1例 であった。

投 与方法は,単 純性尿路感染症 に対 しては1回100

～200mg ,1日2～3回,2～7日 間,複 雑性尿路感染症

に対 しては1回200mg,1日2～3回,5～13日 間,淋

菌性尿道炎に対 しては,1回400mgを,速 やかに食後

経 口投 与した。臨床効果の判定は,そ れぞれUTI薬 効

評価基準(第3版)お よび追補に準 じて行 った。

検討 した単純性 ならびに複雑性尿路感染症の概要 を

Tables 1, 2に 示す、

単純性尿路感染症8例(急 性単純性膀胱炎7例,急

性単純性腎孟腎炎1例)中2例 は,投 与前真菌,投 与

前菌陰性 でそれぞれ除外 した。評価可能 な6例 の総合

臨床効果は著効4例,有 効2例 で,い ずれ もEscheri-

c/ziacoliを 原 因菌 とする症例で全株消失 した(Table

1)。

複 雑性尿路感染症13例(慢 性複雑性膀胱炎11例,

慢性複雑性腎、益腎炎2例)中2例 は,投 与前真菌,投

与前菌陰性でそれぞれ除外 した(Table 2)。 評価可能

な11例 の総合臨床効果は著効3例,有 効6例,無 効2

例 で有効率は81,8%(9/11)で あ った(Table3)。 病

態群別臨床効果については,単 独菌感染が10例 で有効

率は80.0%で あ り,複 数菌感染は1例 で有効であっ

た(Table 4)。 細 菌学的効果につ いては7菌 種12株 が

分離 され,Entermms faecalお1株 を除 く11株(91.7

%)が 治 療後消失 した(Table 5)。

淋 菌性尿道炎1例 に対 しては1回400mg単 回投与

を行い,臨 床効果は有効 であった(Table 6)。

自他覚的副作用は22例 中全例に認めなかった。また

臨床検査値の異常変動についても投与前 後で検査 され

た11例 においては確認 されなか った,、

近年,キ ノロン系薬剤,セ フェム系内服薬剤の開発

はめ ざましく,グ ラム陰性桿 菌は もちろんグラム陽性

球菌に対す る抗菌力の優れた薬剤の開発が進んでいる。

ME1207の 抗 菌力は グラム陽性球菌,グ ラム陰性桿

菌に広範囲の抗菌 スペ ク トルを有 し,特 に尿路感染症

より高頻度に分離 されるグラム陰性桿菌に対しcefix.

ime(CFIX),cefteram(CFTM)と ほぼ同程度,S .

aureus, S. epidermidis, Elfaecalisな どの グラム陽性

球菌に対 しては、 これまでの経ロセフェム系薬剤と比

べ優れた抗菌力を持っている1)。

今回我々は,単 純性尿路感染症に対 しては1回100

～200mg
,複 雑 性尿路感染症に対 しては1回200mg

を,そ れぞれ1日2～3回 投与 した。この投与量は本

剤の血清中濃度が,100mg内 服 で2時 間後1,48μ9/

ml,4時 間 後0.32μg/ml,200mg内 服 で4時 間後も

なお1.25±0.61mg/mlを 保 つことから1),尿路感染症

原 因 菌 のE.601乙Klebsiella pnezlmoniae, Proteus

mirabilisに 対 す るMIC80を 十分 にカバー出来る投与

量 と考えられ る。しか し,EfaecalisのMIC50は25μg

/mlMIC80は50μg/ml, SのidermidisのMIC80は

3.13μg/mlと 他 のセフェム薬剤 と比べ抗菌力が優れ

ているものの,ま だ十分な抗菌力 とは言えず,こ れら

の菌に対 しては1回200～300mg,1日3回 が必要で

はないか と考える。淋菌性尿道炎については,1例 の

臨床例であ り今後症例 を加 える必要があるが,抗 菌力

か ら考え,1回300mg,1回 投 与 あるいは1回200

mg,1日2回2～3日 間で十分臨床効果が得 られるも

のと考える。

以一上の成績から,ME1207は 泌尿器科領域の感染症

に有用,か つ安全な薬剤であることが示唆された。
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CLINICAL STUDY ON ME1207 IN UROLOGY

Isao Saito, Akira Suzuki

Department of Urology, Tokyo Kyosai Hospital
238 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153, Japan

We studied ME1207, a new oral cephem, in genital and urinary tract infections (UTI). The clinical
efficacy was evaluated according to the criteria of the Japanese UTI Committee. In 6 assessable cases

among 8 patients with uncomplicated UTI, the clinical efficacy was excellent in 4 and moderate in
2. In 11 assessable cases among 13 patients with complicated UTI, the clinical efficacy was excellent
in 3, moderate in 6 and poor in 2. The clinical efficacy was moderate in one patient with gonococcal

urethritis. No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


